19世紀末から20世紀初め(1880~1910年代) のイギリスにおける株式銀行の発展と銀行エリートの構造 : 「銀行エリート」分析の一階梯として(4) by 中島 健二
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ドに増大した。また，短期融資（short loans and advances）の収入は年平均
１８６,０００ポンドから３５４,４２０ポンドに増大した（Cotrel［１９７９］, ２０８-２０９）。
１８９９年に開かれたロンドン手形交換所加盟銀行の代表委員会（the 

































終わりまで，１０年以上に及んだ（Ziegler, D., １２８, １２９）。リーズの株式銀行で



























































































































































































































































































Memorandum on British Gold Reserves sent to the Chancelor by Sir George Paish 
（January or February １９１４）, De Cecco, Appendix B, ２０９-２１１：邦 訳, ２２５-２２７）。
ミッドランド銀行は各行が金準備高を公表すべきであると主張してきたが，
１９１４年のバランスシートで，約８００万ポンドの金準備を保有していることを
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